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ウェブサイト等
（パンフレット等があればPDFで添付）
東京大学大学院 医学系研究科 機能生物学専攻 細胞分子薬理学分野　http://www.pharmacol.m.u-tokyo.ac.jp/

奨励金額 0 円
計 0

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載

交通費

宿泊費

目 的 最先端の脳科学・神経科学研究の現場での蛍光イメージング技術の実際を体験する

具体的な内容
（８００字程度）

　近年の脳科学・神経科学は関連技術の急速な進歩により大きな進展を遂げている。なかでも蛍光イメージ
ング技術を用いてシナプス周辺で機能分子がいつ、どのような動きをしているのかを観察することによって
複雑な脳機能を実現している分子メカニズムが徐々に明らかになってきている。本プログラムでは脳科学・
神経科学研究への導入が進んでいる最先端の蛍光イメージング技術を実際に自分で手を動かして体験す
ることを目的とする。本プログラムでは以下に示す先端的な蛍光イメージングを駆使した細胞の蛍光イメー
ジングの体験や次世代の脳科学・神経科学研究の進展に寄与する新しい蛍光イメージング技術の開発な
どに興味のある学生の参加を期待する。また、本プログラム終了後の継続的な研究活動への参加も歓迎す
る。

■汎用されている光学顕微鏡の10倍の空間解像度（数10ナノメートル）を有する超解像顕微鏡を用いてシ
ナプス関連タンパク質の配置や時空間動態を詳細に解析する。

■神経細胞の活動に伴ってシナプスから放出される神経伝達物質グルタミン酸を蛍光イメージングで観察
し、未だ不明な点が多い神経伝達物質の放出メカニズムを調べる。

■有機化学やケミカルバイオロジ―の手法を駆使して、新規の蛍光イメージング技術を開発し、これまで
世界中の研究者が見ることができなかった現象や分子の蛍光イメージングを可能にする。

現地活動を予定しています。
コロナウィルス感染状況により、直前に実施中止となる可能性があります。

備 考
原則として、8月14日（月）～8月25日（金）の平日 午前・午後に、継続的に参加可能な方。

白衣を持っている者は持参すること。

参 加 資 格 等 文科・理科問わず脳科学・神経科学を中心とした基礎医学・生物学に興味のある学部学生

活 動 期 間
8月14日（月） 8月25日（金）

主な活動予定場所 医学部教育研究棟８階
☆「備考欄」をご参照ください。 10日/2週間

活 動 方 法
オンラインを活用しつつ現地活動を行う

オンラインのみで活動を行う

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数 4 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

最 終 更 新 日 ： 2023 年 4 月 7 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

先端的蛍光イメージング技術を用いた脳科学・神経科学研究体験

団 体 名 等 大学院医学系研究科 細胞分子薬理学分野


